
的にお小遣いを与える方が、「計画的に使う能
力」を養うことができるからです。
　また、お小遣いの使い道は、小学校低学年で
はお菓子やジュースなどの飲食代と文具代の割
合が大きく、高学年や中学生になると飲食代と
まんが、本・雑誌代の割合が大きくなり、高校に
なると飲食代と友人との外食代が大きくなって
いくようです。
　お小遣いについては、「与えるかどうか」はも
ちろんですが、「どこまでをお小遣いにして、どこ
からを親の負担とするか」は悩むところですね。

　さて、今年も夏休みの8月3日（火）・4日（水）
の両日、金沢21世紀美術館で、ゲームやコント、
実体験を通じてお金の大切さや知識を学んでも
らうイベント「親子で楽しく学ぼう！お金ってな
に？」（石川県金融広報
委員会など主催）が開か
れます。対象は小学生の
親子です。親子でお小遣
いやお金について学び、
話し合ってみてはいかが
でしょうか。
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　あなたの家庭では、子どものお小遣い、どうし
ていますか？　保護者は、子どものお小遣いを
通じて、「お金を管理することを学んで」「がまん
することを知ったり、本当に必要かどうか考え
て」「身の丈にあったお金の使い方を知って」と
いう思いがあります。お小遣いを与えることが将
来、社会人として生活していくうえでの大切な
スタートと考えているわけです。

　お小遣いは、小学生低学年では与えていない
家庭が多いようですが、小学校3年生ぐらいか
ら中学・高校へ進むに従って、与える家庭が増
えていきます。そこで気になるのが、お小遣いの
金額です。金額は年代ごとにルールみたいなも
のがあるようで、別表のように小学生時代は「小
学生ルール」、例えば、1カ月の金額＝「学年
×200円」とか、「定期的なお小遣い」＋「お手伝
い」と連動させ、例えば「学年×200円＋お風呂
掃除50円＋ごみ捨て10円＋ごみ分別1個1円、
ただし靴下脱ぎっぱなしはマイナス2円」といっ
た計算です。
　次に、小遣いのあげ方ですが、毎日あげる、必
要なときにあげるというより、1カ月あるいは1週
間分まとめてあげる家庭が多いようです。定期

年代ごとに金額のルール

親子で楽しく学ぶイベント
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サーティファイド
ファイナンシャル

プランナー 高橋 昌子

お小遣いの賢い与え方

株式会社 ＦＰサポート研究所
ＮＰＯ法人　日本ファイナンシャル・プランナーズ協会　認定教育機関

重点ポイント講義（学科＋実技）＋過去問題対策で効率良く合格を目指します。

【同時募集】国家資格「3級ＦＰ技能士講座」8月生募集中

【日時】毎週土曜日、全４回(各１０時～１７時)
【会場】株式会社ＦＰサポート研究所(金沢駅西口徒歩２分)
【費用】受講費３１，５００円(教材費含む)　　【定員】１０名

受講生募集中！　国家資格「２級ＦＰ技能士」検定試験直前対策講座

金沢駅

パーク
ビル

場
車
駐
台
計
時

ヨ
ト

タ
ン
レ

リ
タ〒９２０-００３１ 金沢市広岡１-３-１ シャンブル１８ビル２Ｆ
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資料請求
問い合わせ

８
月
７
日（
土
）開
講

※個人情報は資料送付及びご連絡にのみ利用させていただきます。

●資料請求は①氏名・②年齢・③住所・
④電話番号を明記し、FAX(０７６‐２３
２‐８４９１)またはTEL(０７６‐２３２‐２０
３８)、E-MAIL(lpac@fpsl.co.jp)まで
お申込み下さい。

 

（
全
４
回
）

子どもの1か月当たりの小遣い額（2009年）
小学生

1、2年 3、4年 5、6年
中学生 高校生

全体
300万円未満
500万円未満
750万円未満
1000万円未満

年
間
世
帯
別 

1200万円未満

826
1162
935
691
550
460

905
1118
809
851
792
1875

1150
886
1071
1227
1190
1829

2552
2333
2404
2571
2724
2545

6045
5300
5913
6180
5868
7267

（単位：円） 
資料：金融広報中
央委員会「家計の
金融行動に関する
世論調査」2009年


